
医療機関は
役割分担と連携を
進めています

千葉県知事

いわゆる「団塊の世代」が
全て75歳以上となる2025年は目の前です。
高齢になると、病気にかかりやすくなったり、
介護が必要になる方も増えていきます。
県では、「千葉県保健医療計画」を改定し、
このような超高齢社会に適した医療提供体制の構築のため、
医療機関の役割分担と連携をより一層進めるなど、
地域で安心して暮らせる社会を目指していくこととしました。
いま、それぞれの地域で、医療機関や福祉関係者の皆さんと行政が集まり、
地域の将来の医療提供体制について、話し合いを続けています。
必要なときに、地域で適切な医療を受けることができるよう、
県民の皆さんも医療機関の役割分担について、ご理解とご協力をお願いします。

だん　かい

昨年の県内被害件数は、過去最悪！

留守番電話設定や、警告・通話録音など機能を活用して、大切な人や家族を守りましょう。

電話de詐欺は 電話de対策！
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ょ
う
。
必
要
に
応
じ
て
、
専
門

的
な
医
療
を
扱
う
医
療
機
関
に

紹
介
す
る
こ
と
も
、
地
域
の
診

療
所
な
ど
が
担
っ
て
い
る
役
割

の
一
つ
で
す
。

　

「
か
か
り
つ
け
医
」
「
か
か

り
つ
け
歯
科
医
」
「
か
か
り
つ

け
薬
剤
師
・
薬
局
」
を
持
ち
、

日
頃
か
ら
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
病

気
の
早
期
発
見
や
、
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

身
近
な
医
療
機
関
を
探
す
▼

 

ち
ば
医
療
な
び
　
検
索

❷
迷
っ
た
ら
電
話
相
談

　

休
日
や
夜
間
の
救
急
窓
口
は
、

診
療
時
間
外
の
緊
急
事
態
に
備

え
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

当
に
救
急
医
療
が
必
要
な
人
の

た
め
に
も
、
適
切
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。「
救
急
車
を
呼
ぶ
べ

き
？
」「
救
急
医
療
機
関
を
受
診

し
た
方
が
良
い
の
？
」
な
ど
、

迷
っ
た
ら
電
話
相
談
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
（
15
歳

未
満
対
象
）

相
談
時
間　

19
時
か
ら
翌
朝
6

時
ま
で

　

局
番
な
し
#
8
0
0
0

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
I
P
電
話
、

光
電
話
、
銚
子
市
か
ら
は

　

0
4
3（
2
4
2
）9
9
3
9

救
急
安
心
電
話
相
談
（
15
歳
以

上
対
象
）

相
談
時
間　

平
日
・
土
曜
日
：

18
時
か
ら
23
時
ま
で

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
：
9
時

か
ら
23
時
ま
で

　

局
番
な
し
#
7
0
0
9

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
I
P
電
話
、

光
電
話
か
ら
は

　

０
３（
6
7
3
5
）8
3
0
5

❸
医
療
機
関
の
役
割
分
担

　

入
院
医
療
に
つ
い
て
も
、
医

療
機
関
は
役
割
を
分
担
し
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
学
病
院
の
よ
う

な
大
き
な
病
院
は
、
集
中
的
に

高
度
な
治
療
が
必
要
な
患
者

の
治
療
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
状
が
安
定
し
た
場
合

や
、
在
宅
で
の
生
活
に
向
け
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

な
場
合
の
医
療
は
、
地
域
の
病

院
な
ど
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
医
療
機
関
に
は
、「
地

域
医
療
連
携
室
」
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
患
者
が
ス
ム
ー

ズ
に
転
院
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

❹
在
宅
で
の
療
養

　

長
期
療
養
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
、
入
院
を
継
続
し
て
医
療

を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
退
院

し
て
「
在
宅
医
療
」
を
利
用
し
、

在
宅
で
療
養
す
る
と
い
う
選
択

肢
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
で
は
な

く
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど

の
施
設
で
も
、
在
宅
医
療
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

在
宅
で
受
け
ら
れ
る
医
療

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
医
師
、
歯
科
医
師
が

患
者
の
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
て

行
う
「
訪
問
診
療
」
「
訪
問
歯

科
診
療
」
や
、
看
護
師
な
ど
が

生
活
の
場
で
看
護
ケ
ア
を
行
う

「
訪
問
看
護
」
、
薬
剤
師
が
服

薬
指
導
な
ど
を
行
う
「
訪
問
薬

剤
管
理
指
導
」
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

在
宅
で
の
療
養
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
相
談
し
た

い
▼

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

千
葉
県  

検
索

千
葉
県
保
健
医
療
計
画
を

改
定
し
ま
し
た

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
肺

炎
、
心
筋
梗こ

う

塞そ
く

や
脳
卒
中
、
転

倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
、
高
齢
に

な
る
ほ
ど
か
か
り
や
す
い
疾
患

の
患
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
大
き
く
変
化
す
る
医
療

需
要
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

基
本
理
念
の
「
県
民
一
人
ひ

と
り
が
、
健
や
か
に
地
域
で
暮

ら
し
、
心
豊
か
に
長
寿
を
全
う

で
き
る
総
合
的
な
保
健
医
療

福
祉
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
、
医
療
機
関
の
役

割
分
担
と
連
携
を
推
進
し
、
地

域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医

療
の
提
供
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

安
心
で
質
の
高
い
医
療
提
供
体

制
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
主
な
取
り
組
み

・ 

地
域
の
医
療
関
係
者
な
ど
に

よ
る
会
議
を
通
じ
た
医
療
機

関
の
連
携
推
進

・ 

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
を

含
む
、
質
の
高
い
が
ん
医
療

の
推
進

・ 

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
な
ど
の
普
及
や
、
救

急
搬
送
の
円
滑
化

・ 

肺
炎
な
ど
高
齢
化
に
伴
い
増

加
す
る
疾
患
の
予
防

・ 

高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
在
宅
医
療
の
推
進

・ 

医
学
生
や
看
護
学
生
に
対
す

る
修
学
資
金
貸
付
の
実
施

医
療
機
関
の
役
割
に
応
じ
た

受
診
を
お
願
い
し
ま
す

　

医
療
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
、
高

度
化
し
て
い
く
中
で
、
将
来
に

わ
た
っ
て
、
質
の
高
い
医
療
を

受
け
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
医
療
資

源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
発
症
後
間
も
な
く

病
状
が
安
定
し
な
い
時
期
（
急

性
期
）
と
、
病
状
が
安
定
し
て

き
て
い
る
時
期
（
回
復
期
）
で

は
、
提
供
さ
れ
る
医
療
が
異
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
が
施
設
の

規
模
や
専
門
性
な
ど
に
応
じ

て
、
互
い
に
役
割
を
分
担
し
て

治
療
を
進
め
る
こ
と
で
、
効
果

的
、
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
患
者
が
切
れ
目
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
適
切
な
医
療
を

受
け
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関

の
連
携
が
重
要
で
す
。

　

県
で
は
、
医
療
機
関
の
役

割
を
明
確
に
す
る
た
め
、
が
ん
、

脳
卒
中
な
ど
の
疾
病
ご
と
の
役

割
分
担
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

医
療
機
関
名
を
一
覧
表
に
し
た

り
、
医
療
関
係
者
な
ど
に
よ
る

会
議
に
お
い
て
情
報
共
有
を
図

っ
た
り
す
る
な
ど
、
医
療
機
関

の
連
携
体
制
の
構
築
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
機
関
が
、
役
割
に
応

じ
た
体
制
で
治
療
に
当
た
っ
て

い
る
こ
と
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
へ

　

日
常
的
に
頻
度
の
高
い
病
気

や
、
緊
急
で
な
い
場
合
、
ま
ず

は
身
近
な
診
療
所
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。「
大
き

な
病
気
で
は
な
い
か
？
」
な
ど

心
配
な
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

遠
慮
な
く
医
師
に
相
談
し
ま
し

◯
◯
病
院

△
△
病
院

回復期

地域医療連携室

急性期

地域医療連携室

通 院

訪問診療
訪問看護

居宅サービス

◯診療所
　　かかりつけ医
　　かかりつけ歯科医
◯かかりつけ薬剤師・
　薬局
◯訪問看護ステーション
◯市町村
◯地域包括支援センター
◯居宅介護支援事業所
◯介護サービス事業所
　　　　　　　　など

入 院

退 院

退 院

発 症

転 院

介護老人保健施設など

関係機関による
情報共有

治療方針、治療内容、
達成目標など

情報共有

情報共有

在 宅

（自宅、介護老人
福祉施設など）

きょ たく

「あなた、どうしたの？」
「あ…う……」

【自宅にて】

「脳梗塞です。障害は残
ると思いますが、しっか
りリハビリすればご自宅
で生活できるようになる
と思いますので、頑張り
ましょう。」

【病院にて】

「順調にリハビリが進ん
できていますね。病状も
安定してきたので、そろ
そろ自宅での生活を考え
てリハビリを専門的に受
けられる病院へ転院して
いただきたいのですが」
「え？この病院で、リハビ
リを続けられないんです
か…？」

（2週間後…）

（転院先の病院で本人・
ご家族を交えて）「訪問
看護や、訪問リハビリテ
ーション、訪問介護な
ど、いろんなサービスを
利用しながら、自宅で
も生活できますよ」

（2・3カ月後…）

新しい保健医療計画は、2025年において、千葉県が目指すべき医療提供体制を
示す「地域医療構想」の実現に向けた具体的な実行計画となるよう、
必要な取り組みを盛り込んだ平成35年度までの6年間の計画です。
その中から、県民の皆さんに関わりの深い、医療機関の役割分担や
救急医療に関する電話相談、在宅での療養などについてご紹介します。

医療機関は
互いに役割を分担し
連携を進めています。

県健康福祉政策課
043（223）2609　 043（222）9023

問 い 合 わ せ

保健医療計画　千葉県　 検索




